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アメ リカ英 語 にお け ろ意味変化
北 村 正 司
言語は社会集団の協力と相互作用の手段であって,そ れを用い る社会の所産
・である。じたがって,そ の社会の文化,習 俗,心 理の持徴 を反映する。17世紀
の初頭に,英 国の植民者たちによって,ア メ リカ大陸の大西洋岸に伝えられた
英語は,ア メ リカの社会の発展 とともに,英 語の基本的伝統 を維持しなが ら,
特有な文化の発達 の諸相を忠実に反映して,イ ギ リスの英語に見られない さま
ざまな特色を持っよ うになった。その特色は,い ろいろな程度において,ア メ
リカ英語の体系の全分野にわたって発生したが,語 彙の領域において顕著な も
のがある。新大陸における,異 なったそして発展 して行 く生活環境の必要に応
ず るため,人 々が一方においては,新 しい語 の形成 と他の言語の借用を行い,
他方においは,意 味変化によって従来の語の適用を講 じた。 この小論において
は,ア メ リカ英語を意味変化の角度から観察 し,そ の変遷過程 を促進 した言語
的;文 化的,社 会的な原因 と事情 を明かにしてみたい と思 う。
●
(1)
語 の意味変化 の強力 な 要 因 と して は,ま ず 意 味 の 重 点 の 変 化(Shiftof
SemanticEmphasis)をあげなければな らない。語 の意味が理解 され る基礎 は
くわ
文脈 の総体に あ る。つま り,Friesがいってい よ うに,言 葉 に よ る文脈 すなわ
ち言 語文脈 と外界 の文脈す なわ ち場面 とが,語 の意味 を支配 す る。た とえば,
glaSSは,文脈に よって,ガ ラス,コ 。プ,鏡 な どの意味 の うち一っだ けの意
味 に制限 され る。 まアこ,同 じ くhorseといって も,農 夫,競 馬騎手,荷 馬車
屋 には,そ れぞれ異った意味合い を伝 え るし,動 物学 の講義 と農 場 といった よ
(1)Flies,CharlesC.TeachingandLearn五ngEnglishasaForeignLanguage.
pp。55and56.、
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うに,こ の語 が用い られ る時 と所 によって も意味合い が異な る。 こうしたい ろ
い ろな文脈において,概 念 の一面 が強調 され ると,他 の面 は犠牲 とな る傾 向が
あ る。つま り,語 の概 念は多 く合成 的な もので あ るか ら,あ る特定 の文脈 に,
頻繁 に用い られ ると,そ の一面 だけが強調 され,意 味変化 の 強 い 原 動 力 とな
くの
る 。Sturtevantは動 詞dressを例 に 引 い て い る。 こ の 語 は 元 来makestraight
の 意 味 で あ つ て,そ の 意 味 は,dresstheranks,dresstimberの句 に 残 って い
る 。 後 者 は 余 分 な と こ ろ を切 り捨 て る こ と を 含 意 す る の で,こ の 面 が 強 調 され.
て,dresshides,dresspoultry,dressavineの用 法 が 発 生 し,こ れ ら の 句 が
仕 上 げ,整 備 の 意 を 含 む と こ ろ か ら,そ の面 に 重 点 が 置 か れ,dressasalad,
dressawound,dressthehairの句 が 生 じ た 。 これ ら の表 現 特 にdressthe
hairには 装 飾 の 含 意 が あ る の で,そ の 面 がdressashopwindow,dress
one'swifewel1の用 法 に 強 調 さ れ,つ い にdressoneselfの句 が 生 じ
た 。
さ て,ア メ リ カに お い て,植 民 者 た ち が,新 し い 環 境 の新 し い 生 活 に 適 応 す
る た め,上 述 の 過 程 に よ っ て,意 味 変 化 を与 え た 語 は 非 常 に 多い 。 た とえ ば,
pondは 人 工 の 池 か ら,類 似 点 の 強 調 に よっ て,自 然 の 小 さな 湖 の 意 を,barn
は 「な や 」 を 家 畜 の た め に も使 用 し た と こ ろ か ら家 畜 小 屋 の 意 を生 じ た 。 ま た
10tは,土 地 の配 分 法 に く じ を 用 い た と こ ろか ら土 地 の 区 劃 の 意 を生 ん だ 。
意 味 の 重 点 の変 化 に よ る意 味 変 遷 の 結 果 と し て 生 ず る傾 向 に は,ま ず 意 味 の
拡 大,一 般 化 が あ る。freightは英 国 で は 水 上 輸 送 貨 物 で あ るが,ア メ リカ に
お い て は,輸 送 貨 物 とい う類 似 点 が 強 調 され て,水 陸 の 差 別 が 忘 却 され,こ の
語 は,陸 上 輸 送 貨 物 さ らに 現 今 で は 空 申 輸 送 貨 物 を も意 味 す る よ うに な っ た 。
freightが,陸上 輸 送 貨 物 に 意 味 領 域 を 拡 大 し た 事 情 に つ い て は,Marckwardt
教 授 が,次 の 観 察 を下 し て い る。"Earlyinthenineteenthcentury〃喫 痂
cametobeappliedintheUnitedStatestomerchandisedispatched
overlandaswell,quitepossiblybecauselongdistanceshippjngfromone
(1)Sturtevant,E.H.LinguisticChange.p.87,
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partofthecountrytoanotherinvolvedhaulingbylalldaswellasby
water.TransportingaloadofgoodsfromNewYorktoSt`Loius,for
example,around1840mightwellhaveinvolvedriverpacket,canalboat.
ビリ
shortrailroadhauls,andpacktrain・"つま り,広 大 な ア メ リカ大 陸 に お け る
長 距 離 輸 送 が,鉄 道 を含 め て 水 陸 各 様 の 運 送 を必 要 と し た こ とが,こ の 語 の意
味 変 化 の 文 化 史 的 原 因 と推 測 し て い るわ け で あ る 。 し か し,こ の 語 が 陸 上 運 輸
貨 物 の 意 で 用 い られ た 最 初 の 用 例 の 年 代 を,MathewsのADictionaryof
Americallismsに求 め れ ば1813年で あ る 。 ア メ リ カ の鉄 道 の 起 源 に つ い て は,
BogartandKemmerによ る と,``ThefirstrailroadintheUIlitedStates
wastheBaltimoreandOhio,begunin1828andopelledfortrafficona
でヨヨ
shortstretchin1830,…"とあ るか ら,freightのこ の 意 味 へ の 拡 大 は,鉄 道
開 通 以 前 に始 って い た もの と考 え られ る 。 さて,鉄 道 は,ア メ リカ お よ び 英 国 に
お け る語 の 意 味 領 域 の 拡 大 に 貢 献 し た 。 英 国 で は 鉄 道 の 初 期 に 駅 伝 乗 合 馬 車 用
語 のcoach,driver,guard,booking・officeなどの 利 用 が 始 った 。 ま た,ア メ リ
カ で は,berth,engineer,cabooseなどの 海 運 用 語 が 利 用 さ れ た 。 もっ と も,
depot,baggageなど海 運 用 語 と関 係 の な い 多 くの 語 も用 い られ て お り,ア メ
リカ の 鉄 道 用 語 も,単 純 な 原 則 に よっ て 作 られ た もの で な い こ と は 明 瞭 で あ
る。
depotは18世紀 の終 り頃,フ ランス語か ら英語 に入っtcもので,貯 蔵所,
倉庫,兵 靖部,捕 虜収容所 の意味 となった。鉄 道に関 しては,終 点 の貨物駅 を
指 すた めに適用 されたが,ア メ リカでは終点 ばか りでな く,全 線 にわた る,貨
物駅 の意に拡大 して用い られ,人 口のまば らな地方では,同 じ建物 が,貨 物保
管 ば か りで な く,旅 客の便に も供 された結果,旅 客駅 を も意味す るよ うにな
旬
くの
り,か っ て は 鉄 道 の 駅 を 示 す 普 通 の 語 で あ つ た 。 こ の よ う に 語 に よ っ て は,そ
の 一 生 の う ち に,意 昧 の 特 殊 化 と一 般 化 が,こ も ご も発 生 す る こ と も あ る 。
(1)Marckwardt,AlbertH.AmericanEnglish.pp.104and105.
(2)Bogart,ErnestL.andKemmer,Dona)dL.EconomicHistoryofthe
AmericanPeople.P.284.
(3)Marckwardt,A.H.Ibid.pp.38and39.
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上記 の'depotが貯蔵所 の意か ら鉄道 の停車場 の意に変遷 した過 程 と類 似 の
ワ
変化 をした ものにstore(商店)が あ る。 ア メリカにおいては,storeは元来
倉庫 で売買行為が行 われ た事実に始 ま り,意 味領域 が特殊化 して,遂 に別箇 の
くの
意味に発展 した ものである。 この過程に見られ るよ うに,意 味 の重 点 の変 化
は,意 味領 域 の縮少,特 殊化 を招来参 る場合 もあ る。た とえばcarは,も と
も と一 般 にwheeledvehicleを意 味 し た が,今 日で は こ の よ うな 広 い 意 味 に
用 い られ る こ とが 少 な くな っ た 。 ア メ リ カに お い て は,19世 紀 の 初 期 か ら,鉄
ノ
道 や電 車 の 発 明 に 伴 い,こ れ ら の 軌 道 に 用 い られ る車 輌 を意 味 す る よ う に な
り,passenger-car,freight-car,coa1-carなどの複 合 語 を生 じ た 。 ま たthe
carsは,1910年頃 ま で は 一 般 に 汽 車 を 指 す の に 用 い ら れ た も の で あ る 。
"Watchoutforthecars.・・の 掲 示 は,自 動 車 運 転 者 に 対 す る警 告 と し て 用
ゆ　
い られ た。その後 自動車 の発達に したがって,こ の語はautomobileの意に用
い られ ることが圧倒的 に多 くなった。carの意味変化 の過程 は,一 つの発明が
他 の発明 を言語 の上において も排除 して行 く傾 向を実証 してい る。
(2)
前 節 において,語 の意味領域 の拡大につい て論ず るところが あったが,意 味
の拡大 を起す有力な要因には語 の比喩 的用法があ る。Sturtevantは,意味変化
が意味 の重点の変化に よるのか,比 喩的語法によ るのか を区別す る ことは しば
く　う
しば不可能 であ るといってい るが,こ れ は意味変化 を別箇の角度か ら観察す る
ものであって,当 然 の ことで あ り,衝 突す る ものではない 。
比 喩に よ る意 味変化の うち,最 も一般 的 な もの は 隠 喩(Metaphor)であ
って,ア メ リカに おいて,植 民者 たちが この過程に よって,多 くの在来 の語に
新 しい意味 を附加 して行ったの も自然 であ る。 海岸や河 な どの絶壁 を意 味す る
(1)Greenough,J,B,andKittredge,G.;L.WordsandThelrWaysin
EnglishSpeech.P.134.
(2)Partridge,E.andClark,J.W.BritishandAmericanEnglishsince1900.
p.235.
(3)Sturtevant,E.H.LinguisticChange.p.90.
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bluffは,元来 船 首 の 垂 直 な 状 態 を形 容 す る 海 洋 語 のbluffの 意 味 変 化 し た
もの で あ る。 こ の 語 は,ま ずbluffland(Theeastsideisabluffland.-A
DictionaryofAmericanisms.)のよ うに 形 状 の 相 似 か ら意 味 を拡 大 して 用 い
られ,次 に 短 縮 に よ っ て 絶 壁 の 意 を生 じ た もの と考 え ら れ る。 ま た 「棒 な どに
っ け られ たV宇 形 の 刻 み 目」 の 意 のnotchは 「山 間 の 狭 い 通 路 や そ の よ うな
通 路 の 最 も狭 い 部 分 」 の 意 を 生 じ た 。divideは分 水 界 の 意 に 用 い ら れ,ロ 。キ
ー 山 脈 はGreatDivideまた はContinentalDivideと呼 ば れ る よ うに な り,転
じ て 口語 でdieの 意 昧 のgooverthedivide,crossthedivide,crossthe
GreatDivideやacrosstheGreatDivide(幽明 境 を異 に して)の 隠 喩 的 成 句
を生 じ た 。 こ れ ら の 句 の よ うに,隠 喩 は 口語 や 俗 語 に 多 く用 い られ て い る。 ア
メ リカ の 都 市 生 活 の特 色 で あ る 高 層 アパ ー トの居 住 者 をcliff・dwe11erとい う
こ とが あ るが,こ れ は ア メ リカ 西 南 部 の イ ンデ ィア ンが 洞 窟 や 絶 壁 の岩 た な に
住 居 す る風 習 を 持 っ た め にcliff・dwellerと呼 ば れ る と こ ろ か ら,意 味 を転 じ
た もの で あ る 。 動 物 に 関 す る もの で は,barkupthewrongtree(全く見 当 違
い な こ と を す る),crowoverone'senemy(敵に 勝 ち誇 る),cubreporter(新
米 新 聞 記 者)な どが あ る。 そ の ほ か の もの の 申 に は,goldbrick,golddigger,
sidetrackなど幾 多 の 例 が あ る。goldbrickはれ ん が 型 ま た は 棒 状 の 金 塊 か
ら,詐 欺 師 の 用 い る そ の偽 造 品,さ らに,に せ 物 の 意 に 発 展 し,sellonea
goldbrick(詐取 す る)の 句 を生 じ,ま たgoldbrickは同 様 の 意 味 で 動 詞 と
し て も用 い られ る よ うに な っ た 。golddiggerは採 金 者 特 に砂 金 堀 りか ら転 じ
て,男 を た ら し込 ん で 金 を 巻 き上 げ る女 の意 を生 じ,sidetrackは鉄 道 の 待 避
線 に 入 れ る の 意 か ら,さ け る,そ.ら す,延 ば す,握 りつ ぶ す な どの 転 義 を生 じ
た 。 .
次 に 換 喩(Metomny)あ るい は そ の 一 種 で あ る提 喩(Synecdoche)によ つ
て 意 味 変 化 を生 じ た 語 に は,前 者 に 属 す る もの にbluecoat(巡査,南 北 戦 争
時 代 の 北 軍 の 兵),inthe.red(欠損 して),intheblack(もうか っ て)のred,
blackがあ り,ま たHaveyouboughtatransportatd∂n.Pのtransportation
の 如 く,抽 象 的 な 意 味 か ら,具 体 的 な 切 符 を 示 す よ うに な つ た 語 が あ る。 後 者
`
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に属 す る ものでは,rubbers(オーバ ー シ畠一ズ),nickel(5セン ト白銅貨)な ど
が あ る。 しか し,こ れ らよ り郵つと密接に アメ リカ文 化の特色 に結 びっいてい
るのは,腕曲語 法(Euphemism)と誇張(Hyperbole)によ る意 味変化 であ る。
不快 な ことまたは忌み きら うべ き内容の明言 を揮 る場合に,差 し障 りのない
語 や上品な語 を用い るのは,ど の文明国語に も共通 な傾向 であ るが,ア メ リカ
語 にお.ける腕 曲語法 の文化史的原 因は,Marckwardt教授 が洞察 しててい るよ
くい
うに,ア メ リカ に お け る女 性 の 地 位 と ア メ リカ文 化 の 申 産 階 級 的 特 性 に 求 め る
こ とが で き る 。 嬬 人 が 稀 少 価 値 を持 ち,経 済 的 に 恵 ま れ る機 会 が 多 か つ た こ と
は,女 性 に 大 きな 社 会 的 勢 力 を与 え,言 語 に 関 す る感 受 性 を 磨 き上 げ,優 雅 な
語 法 に 貢 献 し た 。 次 に,申 産 階 級 は,礼 儀 作 法 に 大 きな 関 心 を 払 ラ も の で あ
る。Marckwardt教授 は こ の こ とに つ い て,"Withinthehistoryofmodem
societiesithasalwaysbeenthemiddleclasswhichhasmanifesteda
greaterandmoreseriousconcernfortheproprietlesthaneitherthelower
class,whichhastendedtowardindifference,ortheupper,whichhas
beenprotectedbythethickcoatofself・assurance."と述 べ て い る。 清 教
徒 の 植 民 者 の 申 に は 圧 倒 的 に 中 産 階 級 の 人 々 が 多 く,言 語 の 適 正 に は 極 め て 強
い 関 心 を示 し,profanity禁制 の 立 法 や,NoahWebsterの 浄 化 聖 書 と な って
表 わ れ た 。
ア メ リ カ英 語 に お け る腕 曲 語 の 人 の 死 に 関 す る もの に は,coffinに代 つ た
casketがあ る。 これ に 関 して,Pylesが``…tocallacoffinacasket(that
is,ajewelbox)hasnodoubtconfusedmanyayouthfulreaderofthe
(2)
MerchantofVenicewhenhecametothefamouscasketscene…"と い つ
てい るのは,英 国の用洗の 「宝石貴重品入れの小箱」とアメリカの 「びっぎ」と
の相違がかもす混乱を示す もの として興味が深い。また性的な意味合いか ら忌
避 され7Cものにstoneがあ る。 これに代って 小石 の意に用い られtcrockは
L結局意味領域 を拡大 し7わ けで あ る。 こ の 語は さ らにthrowrocksatの意
(1)Marckwardt,A.H.AmericanEnglish.p.122ff.
(2)Pyles,T.WordsandWaysofAmesicanEnglish.PP.ユOand11.
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の動詞 の用法 も生 じた。
EuphemismとHyperboleつま りGrandiloquenceとの間に明確 な一線 を
劃す るこ とは困難であ るが,実 際的 目的か らすれば,人 体,生 殖行為,排 泄
物,冒 とく,死 亡 と病気に関 して作用す る狭 義 のEuphemismとGrandilo-
quenceに区別す る方が便利であ る。 これ まで取扱つて来たのは,前者 に属す る
ものであ る。 ア メ リカ英語におい て狭義 のEuphemismは盛 りを過ぎ,往 時
しば しば用い られ たlegの 娩曲語で あるlimbも今 は使用 されず,pregnant,
pregnancyも自由に用い られ るよ うになった。
平凡 な ことを誇大 なまたは立派な語 を用 いて美化 しよ うとす る傾向 も,す べ
て の文明国に共通 の性格であ るが,ア メ リカにおいては,特 殊 の事情 か らこの
誇張 の原理 は活澄 に作用 した。東か ら西 へ とたえず移動 しつづ けたフ ロンテ ィ
ァ ・ラインの存在は,た しかに アメ リカの文化に独 自な性格 を与 え,無 限 の影
響 を もた らす ものであつた。西漸 の根底 に存在す るフロンテ ィアの精神 は,確
信,冒 険,創 造,進 歩 の特 性 を持 ち,偉 大 さ と力 の観念が横溢 してい た。 この
新 しい拡張 の精神は,民 問伝承 としては,PaulBunyan,MikeFinkなどの超
人 的怪 力 を有 す る英雄 を産み,人 々 の言葉 には,大 言壮語的な数 多 くの表現を
創造 した。splendiferous,bodacious,exflunctify,sumtotalize,elegantifer一
う
ouslyなどがその所産で あ る。 しか し,こ れ らは語形成 の問題 で あって,意 味
変化 の角度か らは,別 箇 の面 も観察 しなけれ ばな らない 。 フロンテ ィアの影 響
もこ うした一面 だけではなかった,単 調 で 原 始 的 な辺境 の社会にあって,多
くの苦難や 寒 さ と飢餓 と闘って無限 の努力 を しなければな らなかつた開拓者た
ちに は,彼 等が後 に した文 明生活 を想起 し,平 凡 な環 境 を立派な威厳 のあ る語
くり
.で 飾 ろ うとす る努力 が続 け られた もの と推測 され る。 以上 にあ げたフロンテ ィ
アの生活 に特 有な さまざまの精神的要素 が,人 間に共通 の心理 と交錯 して,ア
メ リカの文化 を流れ,そ の言語に意 味変化 を来す要因 となった と考え られ る。
homeがその情緒的要素か らhouseの意 に拡大 され,homemaker(housewife,
(1)MarckwardtA.H.AmericanEnglish.p.111。
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housekeeeper),home・builder,homeeconomicsのよ うな 複 合 語 が作 られ た の
もそ の 一 例 で あ る 。 同 様 にengineerも意 味 領 域 を 拡 大 し,patentengineer,
equipmentengineer,recreationengineer,casementwindowengineerなど
と さ ま ぎ ま な 職 業 に 従 事 す る人 を 示 す た め に 用 い られ て 来 た 。
狭 義 のEuphemismは 廃 れ て 来 た が,こ れ と近 親 な 関 係 に あ るGrandilo-
quenceはか え っ て 盛 ん に な って 行 く傾 向 が あ る。 た とえ ば,「 高 価 な 」 の 意 味
のdearは 聞 く こ と が稀 に な り,一 一neにexpensiveが用 い られ る。 同様 に,
inexpensiveがcheapに代 っ て 広 く使 わ れ る 。hallはcorridor,passageにほ
とん ど取 って 代 り,entranceはentryを圧 し て い る。second-handは忌 避 さ
れ て,used,reconditioned,rebuilt,repossessedの使 用 が 盛 ん で あ る 。educa-・
tionalはinformativeやenlighteningくらい の 意 に 用 い られ,custom・made,
custom・builtもほ とん どexpensiveの意 に 用 い られ る場 合 が 少 な くな い 。
exclusiveを商 店 に 関 し て 適 用 す る場 合 も,単 な る誇 張 に 過 ぎ な い こ とが 多 い 。
誇 張 の傾 向 は ア メ リカ の 街 路 の 名 に 関 し て も見 受 け られ る 。boulevardは,
元 来 ドイ ツ語 のBollwerk(bulwark)がフ ラ ンス 語 に 転 化 した もの で,中 世
城 砦 都 市 の 城 壁 を破 壊 し て,そ の 跡 に 作 られ た 都 市 の 周 囲 を め ぐる環 状 遊 歩 道
を意 味 し た が,後 に さ らに 幅 員 が 広 く,数 多 くの 並 木 を 植 え た 街 路 を い うよ う
に な つ た 。 ア メ リカ に お い て は,そ の 語 の 優 雅 な 連 想 か ら,そ の 原 義 もま た 派
生 し た 意 味 も考 慮 せ ず,"Abroad,we11-madestreet,avenue,ormain
road."(ADictionaryofAmericanisms)の意 と な っ た 。avenue,は,フ ラ ン
ス 語 のavenir(arrive)に由 来 し,都 市 や そ の 顕 著 な 場 所 に 達 す る道 の こ とで
あ っ て,英 国 で は 田 舎 の 大 邸 宅 の 玄 関 に 近 づ く道 や,一 般 に 並 木 道 を 意 味 す
る よ うに な っ た が,ア メ リカ で は,ADictionaryofAmericanisrrrsが,``A,
wideorprinctpalstreet.Alsoacitythoroughfare,withontparticular
regardtoitscharacter,oftenonemerelyrunningatrightanglesto
othersproperlycalledstreets."と説 明 し て い る よ う に,大 街 路,大 通 りに
適 用 さ れ,ま た 都 市 に よ っ て はaVenUeとStreetに 何 等 差 異 が な く,連 想 の 良
さ か ら命 名 さ れ た に 過 ぎ な い と 思 わ れ る 場 合 も あ る 。 ま たNewYorkで は
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aVenUeは南北,Streetは東西 に通 じる街路に用いてい る ことは有 名で あ る。
以上に あげた誇張 に よって意味変化 を生 じた さまさ"まな語は,結 果 として意
味の悪化 を招い たが,そ れ とは逆 に良化 の傾 向を示 した ものにcottageがあ
る。 この語 は,英 国の 「労働者 の住居」の意 ではアメ リカ英語 においては一般
に採用 されず,ア メ リカ人に は常に文芸的感傷的内包 を持ってい7い ので,19
世紀 の終 り頃 か ら,避 暑地 な どの別荘に適用 され,い かに豪荘 な もの もこの名
ロラ
で呼 ばれ るよ うに なった。
(3)
意味領域 を どの語 よ りも縮小特殊化 しよ うとすれ ば,限 定詞 を用い る構造に
よ るほか はない。redbook,1argeapPleに相応す る単一 の語は ない。 しか し
この よ うな構造は,伝 達 され る事柄 が普通の こ とであれ ば,煩 し く不便 であ る
か ら,頻 繁に用い られ る場合 には,そ の一部 を脱落す る傾向が ある。つま り,
労力節約 のために了解可能な限度において,省 略 しよ うと工夫 され るわけであ
る。 その結果 として は,残 され た語は大 きく変化 した意味 を持つ ことにな る。
兵卒 の意のprivateがprivatesoldierの短縮語であ る ととは周知 の事実 で
あ るが,ア メ リカ英語 に もその例 が多い。すでに述べ た語の うちで も,casket
はburialcasketの限定詞 が省 略 された もの と見 ることがで き,ま たbluffは
blufflandの主要語が脱 落 した もの と考 え られ る。1またcornが 英国で穀物
特 に小麦 を意味 し,ア メ リカにおいては,と うもろ こしを意味す ることはよ く
知 られ た事実で あ るが,こ れ も初期 の植民者 たちが インデ ィアンによって用 い
られてい るこの産物 に接 し,始 めはlndiancornと称 し た もの が,そ の 重
要 性が顕著 にな るにつれて,修 飾語 を脱落 した もの と見 る こ とが で き る。
くの
Menckenに よ れ ば18世 紀 の 半 ば 頃 ま で に 単 にcornと 呼 ば れ る よ う に な つ た 。
た だ し,ADictionaryofAmericanismsは1608年 の 用 例 を 挙 げ て い る か ら,
(1)GreenoughandKittredge.WordsandTheirWaysinEnglishSpeech.
P.319.
(2)Mencken,H.LTheAmericanLanguage.p.122.
の
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cornが上 記 の 時 期 よ りず つ と以 前 か ら こ の 意 味 で 用 い られ て い た こ と も 明 ら
か で あ る 。 な お,そ れ とは 逆 に今 は 歴 史 用 語 とな つ た が,小 麦 をEnglishcorn
と呼 ん で 区 別 を す る用 法 もあ つ た 。 これ らの 事 実 を綜 合 す れ ば,Menckenの
挙 げ て い る時 期 は,単 一 の 語 の 用 法 が 確 立 し た 時 期 を指 して い る も の と 考 え
られ る 。 な お,cornは 英 米 両 国 に お い て,穀 物 の 意 か ら,別 箇 の 特 殊 化 を な
し た結 果 に な る。
次 に,商 業 用 語 で は,ア メ リカで 第 一 次 世 界 大 戦 後 急 速 に 発 展 し た通 信 販 売
業 のmailordercatalogueが,単にcatalogueでそ の 特 殊 の意 味 を表 わ す よ
うに な っ た 例 が あ る。 ま た,ス ポ ー ツ 関 係 で は,ア メ リカ の 国技 で あ る野 球 の
用 語 に短 縮 の 現 象 を 多 く見 受 け る 。 ま ず 試 合 が 行 わ れ る 野 球 場 自 体 のball
parkが単 にparkで 表 わ され,投 手 の 投 球 で は,dropballがdroPで,野 手
の 名 で はfirstbasemanがfirstbaseで(JohnPatchonwasthefirstbase.-
ADictionaryofAmericanisms.),塁の 名 で はfirstbaseがfirstで(With
amanonfirst,evenifthebattermakesacleansingleto1eftfield,the
runnerwillprobablygetnofurtherthanthesecondbase.一一一McGrow.)示
され る な ど枚 挙 に い とま が な い ほ どで あ る。
な お,firstbaseがfirstに短 縮 され る よ うに 〔限 定 詞+主 要 語 〕 の 構 造 の
主 要 語 が 省 略 され た もの に は,brickhouseがbrickに,diskharrowがdisk
に,permanentwaveがpermanentに,postalcardがposta1に短 縮 され
る な ど さ ま ざ ま な 例 が あ る 。
次 に,新 しい 専 門 語 特 に そ の 省 略 語 は,そ の表 示 す る事 物 が 古 い 事 物 に 取 っ
て 代 る よ ♪ な 段 階 に 達 す る と,ほ とん ど用 い られ な くな って,古 い 語 が 新 しい
事 物 の 意 味 を獲 得 す る傾 向 が あ る。photographの省 略 語photoを ほ とん ど駆 逐
し たpictureが そ の 一 例 で あ る 。 写 真 の 意 味 を特 に 明 確 に表 わ す た め に は,
photoよりphotographの方 が ず つ と 多 く用 い られ る 。 同 様 の 例 に はautoを
ほ とん ど排 除 し たcarが あ る 。
アメリカ英語における意味変化 (117),
(4)
同義語はその間にお け る意味上の競合(SemanticRivalry)から,意味変化や
意味喪失,語 の駆逐 の現 象 を生 ず る傾 向が ある。た とえば,ア メ リカに お い
て,18世紀 の申頃 までは,shOPは 小 さな小売商店 を表示 す るために用い られ
一方storeはその起源の倉庫 の性格 をあ る程度反映 し,大商店 を意味 したが,
やがて,storeの意 が 拡 大 して,shoPの 意 に も用 い られ,shopに全 く取
ゴの
って代わ るよ うに なつた時期 もあ る。後年において英 国心酔の影響か らshOP
は復活 して用い られ るよ うになつたが,特 に大都会 の1eathergoodsshoP,
dressshoPのよ うに特定 の商品 を 売 る商店 を指 示 し,ま たshoPは(し ば し
ばshoPPeとい う優雅 な綴字 を用い)storeより高級な感 じを伝 えるよ うにな
ゆ ラ
つ た 。 な お,特 にstoreは販 売 を す る店,shOPは 製 造 修 繕 を す る店 の 区 別 も生
じた 。
形 容 詞 のsickは18世 紀 末 頃 ま でillと 同 義 語 で あ づた が,英 国 で はsickat
thestomach,nauseatedの意 味 を生 じ ナこた め,病 気 の意 のpredicativeの用
法 は 聖 書 ま た は 古 風 の 成 句 と小 数 の 口語 的 語 法 に 限 られ,一 般 にillを用 い る よ
うに な つ た 。 一 方,ア メ リ カに お い て は,こ の 語 の 古 い 一 般 的 な 意 味 で,be
sick,feelsickのよ うにpredicativeにも用 い られ る。 ま た,ア メ リ カに お け
る こ の 両 語 の 関 係 は,sickが普 通 の 用 語 で あ って,illも用 い られ る が,形 式 張
っ て お り,そ の 原 義 のbad,evilの意 で,illhealthのよ うに 適 用 さ れ る こ と
が 多 い 。 まt,Pylesが``11nesstoAmericansdenotesanextremedegree
ofindisposition;whenone.isil1,0nbissomewhatworseoffthanwhenでむ
merelysick."と述 べ て い るの は 特 にSheisrecoveringfromalongillness。
な どに お け るillnessの用 法 を考 察 す るの に 参 考 に な る。
ま た,fallは16世紀 の 半 ば 頃 か らautumnと 同 義 語 に な つ た が,競 合 関 係
(1)Mencken,H.L.TheAmericanLanguage.p.123.Suppl.1p.217.
(2)Pyles,T.WordsandWaysofAmericanEhglish.p.9.
(3)Ibid.p.21.
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か ら英 国 で は こ の 意 味 に 用 い られ る こ と が 少 な く な つ た 。Horwi11は こ の こ と
に っ い て,``InEng.fallsometimes=autumn,butonlyinsomeconnexion
whereasuggestionofthefallingoftheleavesmakesitsuseappropriate;
e.g.itmightbefoundinadescriptionofacountrywalktakenin
ぐヱ　
October."とい っ て い る 。 し か し,ア メ リ カ に お い て は,fallが 普 通 の 用 語 で
あ っ て,autumnは 時 折 り文 語 に 用 い られ る程 度 で あ る 。 最 後 に,apartment
はNEDに よ れ ば,17世 紀 の 申 頃 か ら"Aportionofahouseorbuilding,
consistingofasuiteorsetofrooms,allottedtotheuseofaparticular
personorparty."を表 示 し て い た が,18世 紀 の 終 り頃 に 形 態 論 的 な 数 の 類 推
が 影 響 し,singleroomの もの を 意 味 し 始 め,suiteorsetofroomsの もの
はflatか 複 数 形 のapartmentsで指 示 さ れ る よ うに な つ た 。 ア メ リ カ英 語 で は,
こ の 語 は 古 い 意 味 で 用 い ら れ て い る 。 し か し,Webster'sNewCollggiate
Dictionaryに``Asuiteorsetofrooms,esp.oneoccupiedasadwelling;
SOInetimeSa"SinglerOOm."とあ る よ う に,時 と し て は 一 室 の もの を 指 す こ と
が で き,明 確 を 要 す る 場 合 に はone・roomapartmentと す る 。し た が っ て ア メ リ
カ 英 語 に お け る こ の 語 の 意 味 領 域 は イ ギ リス 英 語 よ り も広 い 。 さ てapartment
と共 にflatも ア メ リ カ で 用 い ら れ る が,apartmentはflatよ り高 級 な 場 合 が
多 い 。JohnW.Clarkが"AndmostAmericanstoday,iftheyliveinaflat,くの
callitanapartment-andmuchmoregenerallythanthirtyyearsago。"
と 述 べ て い る の は,両 語 の 意 味 上 の 差 異 に ・基 い てapartmentがflatに 取 っ て
代 わ る 傾 向 も うか が わ れ て 興 味 が 深 い 。
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